
平成 23 年 6 月 4 日 

関係各位 

南永田桜樹の森 

施設介護課 国塚 綾 

 

神奈川県介護職員被災地派遣に関する報告�

 

 

 派遣期間：平成 23 年 5 月 26 日(木)～平成 23 年 6 月 1 日(水) 

  ※初日と最終日は移動日のため、活動期間は実質 5 日間 

 派遣先 ：特別養護老人ホーム 春圃苑 

 

○派遣先の状況について 

 個室と 4 人部屋で構成されているが、震災による自宅流失や介護者不在などの理由によ

る受け入れのため、個室に 2 名、4 人部屋に 5 名、看取りのための個室に 2 名受け入れるな

ど、定員超過の状態が続いている。なお、震災当初は 4 人部屋に 6 名受け入れた上に、ホ

ールには経管栄養者を中心に十数名、廊下にもベッドが並ぶ状態だったとのこと。 

 ショートステイの受け入れは 5 月 24 日の段階で 30 名だったが、30 日以上利用による自

己負担回避のため、5 月 26 日にうち 11 名を一時的な長期利用に切り替えたとのこと。 

 ショートステイ利用者も徐々に帰宅先や入所施設が決まってきているようで、5 月 31 日

に次の派遣職員へ引き継ぐ段階で 3～4 名ほど入居者が少なくなっていた。 

 ガス・電気は復旧しているが、水道の復旧はまだの状態。当初は 5 月末の復旧を見込ん

でいたが、6 月中旬に延期となっている。施設までの水道管の複数個所に亀裂があり、全て

の修理に時間がかかるとの話を受けた。 

 

○支援内容 

 以下のシフトに神奈川県派遣職員と東京都派遣職員（いずれも施設職員からは「ボラン

ティアさん」と呼ばれている）が入り、施設職員の業務補助を行う。 

 ・シフト 

   早番 7：00～16：00 

   遅番 9：00～18：00 （施設職員の遅番は 10：30～19：30） 

   夜勤 21：00～9：00 （施設職員の夜勤は 16：00～9：00） 

   総務 8：30～17：30  ※主に水汲み担当 

 

 

 



 施設内を 3 グループに分かれて（1 丁目、2 丁目、3 丁目と呼ばれている）シフトに入る。

各丁目ごとに食堂を設けているが、定員超過となっている分自立度の高いショートステイ

利用者中心に厨房前のホールが4つ目の食堂となっており、4丁目という扱いになっている。

なお、1 丁目は ADL が比較的高いご利用者が中心、3 丁目は半数が経管栄養者などの重度

者で占められており、2 丁目がその間といった構成となっている。 

 日によっては各丁目ごとに施設職員の日勤者2～3名+ボランティア3～4名という人員配

置となっていることがあり、人� が� りご利用者との����� ーションが中心となる日

もある。施設職員� も	
 業務に� りつつある状況で人員が� っているという�
 がある

�� 。水道が復旧� れば水汲みなどの業務が不� になったり入� 介助が	
	 り�� とな

るため、ボランティアの支援も不� 、もしくは�� してもよいのではないか、と�� た。 

 

 入� 介助は自�� や自�� からの� 水� により� 名のご利用者を入� 介助行うかを決定

� るという。一 � の�! に水を" めているため、日によって# フト� or 特� を$ 用して

いた。 

 

 夜勤は各丁目ごとに施設職員が 1 名ずつ配置、ボランティアが 2 名配置の% 5 名�& で

行う。'( が平屋となっていること、PHS が全ての居室の� ールを�)� るため、* えば

3 丁目のご利用者の� ールが+ り 3 丁目職員が,- できない状況でも、2 丁目の職員が,-

しているという状況が. く見受けられた。職員内でも丁目で/012 を3 定しておらず、

どの職員も全てのご利用者の,- ができるように45 されているのでは、と�� た。 

 

○�6 の7  

 神奈川県派遣職員と東京都派遣職員の活動最終日には、16：00 から�6 の7 を施設で8

いていただくことが9* となっていた。食堂ホールにご利用者や施設職員が: まり、ご利

用者からのお; の<= 、各ボランティアへの>? とご利用者が@成したしおりのAB 、苑

長（C たちが8 いてもらった�6 の7 では苑長が不在だったためD 務長）からのEF があ

り、GHIJ を行った。 

 ボランティア� もお; としてご利用者にK けてL をL ったり、M@( をプNO ントした

りしていた。自分たちの活動期間中に最終日となるP のボランティアK けの�6 の7 にQ

R� るため、各ボランティアS はそれT れ前遣� をQU にしたV し( をW0 していた。 

 神奈川県と東京都のボランティアが 4～5 日間で入れ替X ることにより、�6 の7 は 3 日

に 1 度のY ースで8Z されることとなる。そのた[ にご利用者はしおりを@成し、ボラン

ティアにAB� る> を用\ しているため、施設にとっては] に負担になっているのでは、

とC もP のボランティアも心配していた。 

 

 



            
活動 2 日目に実施された、東京派遣職員の    活動 5 日目に開いていただいた感謝の 

感謝の会の様子。               会の様子。ご利用者の皆さんから花束と 

ご利用者と歌い手遊びを行っていた。      手作りのしおりを頂く。 

 

           
私たち神奈川第 7 隊はご利用者の居室名と    感謝の会の最後にご利用者と記念撮影。 

なっている花を折り紙や切り絵で作成し、    東京都派遣職員がシャッターを切って 

居室前に飾れるようなものを贈呈した。     くれました。 

 

○施設^_ の` 災状況 

 春圃苑はa にbc 県気def 、南にbc 県南ghi が位置� るj 所にありま� 。施設自

� は高k にあったためl 水の`m はn れましたが、op 人の別施設はqr により全s にな

ったt 所もあったそうで� 。ご利用者もさることながら、u いていた施設を失った職員の

v たなw 用先としても受け入れていました。なお、^_ のqr は 20 数x ートルをGy した

そうで� 。 

 z イ{ ー| スの}~12 に南ghi が• まれていましたが、€� の• が流されてしまい、

‚ 段はƒ で 5 分の所に„ 在は…回ルートで 30 分かかる状況で� 。 

 気def から施設までの}~ の† 、€� の道をƒ で‡ っていきました。ˆ‰ してくださ

った施設の課長さんが道々いŠ いŠ と状況を‹Œ してくださいましたが、この課長さんは

実• がqr で全s 、ごŽ• を• くされたと‘ いました。屋’ だけとなった実• も見てきま

した。 

 # アス“€” 特• の–— のため、少し高k になるとほとんど`m を受けていないのに、

ƒ で数˜x ートル‡ るとqr による`m で� もない™š になっていました。 

 活動期間中の入� は自�� が設› した™œを利用しました。設›j 所はかなり•� とな

っていま� が、ƒ で移動中に一部qr の`m がžŸ なt 所がありました。川の水が流れ込



み、€ からかなり ¡ があるにもかかX らず`m にあったそうで� 。ち¢ っとした–— の

£ でŒ¤ が分かれてしまうのを目の当たりにしました。 

           

施設裏からの風景。眺めのよい場所だが、     途中立ち寄った気仙沼港付近の様子。 

海沿いの橋が全壊しているのが見える。 

 

            
（左）大きな被害のなかった地域の建物、ここから車で 2、3 分走るだけで、（右）のように 

風景が一辺する。 

 

○総¥  

 一番¦ いたのは、` 災にあったご利用者や職員の§ かい¨© とª しさで� 。 

 V 勤や« 勤の† にEF したご利用者は、¬­® のない¨© で¯ してくれました。�6 の

7 では心のこもったお; の<= を° きました。 

 1 ± 間にも² たない期間、とっかえ³ っかえボランティアが´X る状況にも関X らず、施

設職員は質µ に丁¶ に· えてくれ、C たち派遣職員を受け入れてくれました。 

 ¬ さんご自分が` 災し、• や¸ 内をなくしたりしているはずなのに、で� 。 

 もしC が] の立j だったら、このような¹ 容な心でボランティアを受け入れることはで

きないとº いま� 。震災当日から時間が経っていることもあるかもしれま» んが、ご利用

者や職員の¬ さんには¼当に�½ し、¾¿ しました。 

 

 „ 在関東À にいるC たちが震災に関してÁ れるÂ 道は、主にÃÄ に関� ることがほとん

どで� 。qr の`m に関してはかなり復Å しているのではとÆÇ してしまいそうで� が、

特に春圃苑があるようなfÈ– から¡ れたj 所では、復Å 支援の� もÉ 回しになってしま

いがちなのか、まだまだ� も�^ かずの所が. くあることを目の当たりにしました。 



 施設の食D も 1 プN ートにごÊ とË 食 2 Ì 、Í( というÎ みÏX» が. く、震災前のよ

うに(Ì が流	 していないそうで� 。 

 ¼当にÐ	 りになるためには� 年も、いや、� 十年とかかる��Ñ がありま� 。目先の

支援だけではなく、数年にX たって継続した支援を続けていくこと、` 災– のことをÒ れ

ないことが� よりもŸ 切なことではないか、とこの派遣期間を終えてÓ く�� ました。 

             

    VÄ のÔ 、6：30 という早Ô にも関X らず、. くのご利用者のÕ 々が 

    Ö 関先まで見} りに× てくれました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以上 


